
約
８
２
０
０
万
も
の
人
口
や
生
産
性
の
高
い
若
年

労
働
力
を
豊
富
に
有
し
、
欧
州
・
中
央
ア
ジ
ア
・
中

東
・
北
ア
フ
リ
カ
の
結
節
点
に
位
置
す
る
ト
ル
コ
は
、

消
費
者
市
場
と
し
て
、
ま
た
、
第
三
国
へ
の
輸
出
を

視
野
に
入
れ
た
投
資
先
と
し
て
も
、
戦
略
的
に
極
め

て
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
。
経
団
連
が
２
度
に

わ
た
っ
て
日
・
ト
ル
コ
Ｅ
Ｐ
Ａ（
経
済
連
携
協
定
）交

渉
の
早
期
開
始
を
提
言
し
た
こ
と
を
受
け
（
注
１
）
、
両
国
政

府
は
２
０
１
４
年
１２
月
に
交
渉
を
開
始
、
さ
ら
に
、

２
０
１
８
年
９
月
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
第
２４
回
日
本
ト
ル
コ
合
同
経
済
委
員
会
に
お
い
て
、

包
括
的
で
質
の
高
い
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
早
期
締
結
を
訴
え
る

共
同
声
明
（
注
２
）
を
発
出
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
、
交
渉
は
最

終
局
面
を
迎
え
て
い
る
。

こ
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
大
筋
合
意
に
先
立
ち
、
日
本
ト
ル
コ

経
済
委
員
会
は
昨
年
１１
月
１
日
、
都
内
で
Ｄ
Ｅ
Ｉ
Ｋ

（
ト
ル
コ
海
外
経
済
評
議
会
）と
と
も
に
第
２５
回
日
本

ト
ル
コ
合
同
経
済
委
員
会
を
開
催
し
た
。
同
会
合
で

は
、宮
本
周
司
経
済
産
業
大
臣
政
務
官
、ム
ラ
ッ
ト
・

メ
ル
ジ
ャ
ン
駐
日
ト
ル
コ
大
使
を
来
賓
に
迎
え
、

日
・
ト
ル
コ
双
方
の
関
係
者
約
１
５
０
名
の
参
加
の

も
と
、
終
日
熱
の
こ
も
っ
た
議
論
が
行
わ
れ
た
。
以

下
、
そ
の
模
様
を
振
り
返
り
た
い
。

日
・
ト
ル
コ
Ｅ
Ｐ
Ａ
か
ら

ア
フ
リ
カ
へ
の
共
同
進
出
に
至
る
ま
で

多
面
的
な
議
論
を
展
開

ま
ず
第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
投
資
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
を
含
む
ト
ル
コ
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
等
を
踏
ま
え
、

二
国
間
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大
と
深
化

に
向
け
た
方
策
等
に
つ
い
て
分
野
横
断
的
な
議
論
が

行
わ
れ
た
。

経
団
連
側
は
、
特
に
輸
出
基
地
と
し
て
の
ト
ル
コ

の
競
争
力
を
維
持
す
る
観
点
か
ら
日
・
ト
ル
コ
Ｅ
Ｐ

Ａ
締
結
に
よ
る
関
税
撤
廃
、
日
本
人
駐
在
員
へ
の
就

業
ビ
ザ
発
給
手
続
き
等
の
迅
速
化
、
輸
出
入
諸
手
続

き
の
透
明
性
確
保
等
を
具
体
的
に
要
望
し
た
。
こ
れ

に
対
し
ト
ル
コ
側
は
、
投
資
家
を
保
護
す
る
現
行
の

法
的
枠
組
み
等
を
紹
介
し
つ
つ
、
日
・
ト
ル
コ
Ｅ
Ｐ

Ａ
等
を
基
盤
と
し
た
中
長
期
的
な
二
国
間
連
携
へ
の

期
待
を
表
明
し
た
。

続
く
第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
主
に
輸
出
信
用
や

貿
易
保
険
等
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
ス
キ
ー
ム
を
活
用

し
た
資
金
調
達
・
協
調
融
資
等
に
焦
点
を
当
て
た
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

経
団
連
側
か
ら
は
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
７（
第
７
回
ア

フ
リ
カ
開
発
会
議
、
２
０
１
９
年
８
月
、
横
浜
）で

も
注
目
さ
れ
た
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
第
三
国
で
の
イ
ン

フ
ラ
案
件
に
関
す
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
仕
組
み
等
に

つ
い
て
、
具
体
例
を
交
え
て
説
明
し
た
。
一
方
、
ト

ル
コ
側
か
ら
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
イ
ン
フ
ラ
等
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
例
を
挙
げ
つ
つ
、ス
ク
ー
ク（
イ

ス
ラ
ム
債
）等
の
資
金
調
達
の
仕
組
み
の
紹
介
が
あ

日
・
ト
ル
コ
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
ビ
ジ
ネ
ス

の
拡
大
と
深
化
に
向
け
て

副会長
日本トルコ経済委員長
三菱電機特別顧問

―
―

第
２５
回
日
本
ト
ル
コ
合
同
経
済
委
員
会
を
開
催

審議員会副議長
日本トルコ経済委員長
IHI会長

山西健一郎
やまにし けんいちろうさいとう たもつ
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り
、
わ
れ
わ
れ
に
も
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。

最
後
の
第
３
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
ト
ル
コ
建
国
１

０
０
周
年
を
迎
え
る
２
０
２
３
年
以
降
の
中
長
期
的

な
協
力
関
係
を
念
頭
に
、
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
例

え
ば
、
旺
盛
な
イ
ン
フ
ラ
需
要
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

拡
大
を
想
定
し
た
Ｌ
Ｎ
Ｇ（
液
化
天
然
ガ
ス
）等
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
、
両
国
の
観
光
資
源
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
踏
ま
え
た
人
的
交
流
の
拡
大
な
ど
、
有
望
な
取

り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
互
恵
的
な
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
し
て
い
く
観
点
か
ら
、
ト
ル
コ

側
は
と
り
わ
け
、
イ
ン
フ
ラ
や
医
療
な
ど
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
の
大
き
い
分
野
に
お
け
る
シ
ナ
ジ
ー
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
を
説
明
し
つ
つ
、
長
年
の
経
験
と
強
み
を
有

す
る
ア
フ
リ
カ
市
場
へ
の
共
同
進
出
に
強
い
関
心
を

示
し
た
。

わ
が
国
が
立
ち
遅
れ
て
い
る
ア
フ
リ
カ
進
出
に
あ

た
っ
て
は
、
大
陸
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
ト
ル
コ
の
既

存
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
な
い
手
は
な
い
。
例
え

ば
、
ト
ル
コ
の
有
力
な
製
鉄
企
業
グ
ル
ー
プ
と
の
連

携
を
通
じ
た
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
の
都
市
交
通
シ
ス
テ

ム
の
整
備
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
と
の
協
業
に
よ
る

ガ
ー
ナ
で
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
発
電
船
事
業
な
ど
、
ウ
ィ
ン
・

ウ
ィ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
た
こ

と
は
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。

大
き
な
成
果
の
あ
っ
た

今
次
合
同
経
済
委
員
会
と

今
後
の
取
り
組
み

日
本
側
議
長
と
し
て
今
回
の
合
同
経
済
委
員
会
を

総
括
す
れ
ば
、
�
両
国
経
済
界
共
通
の
要
望
と
し
て
、

包
括
的
か
つ
高
水
準
の
日
・
ト
ル
コ
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
早
期

実
現
を
あ
ら
た
め
て
ワ
ン
ボ
イ
ス
で
発
信
で
き
た
こ

と
、
�
ア
フ
リ

カ
な
ど
第
三
国

へ
の
進
出
に
向

け
た
互
恵
的
な

ビ
ジ
ネ
ス
協
力

の
具
体
的
な
可

能
性
を
実
感
で

き
た
こ
と
、
さ

ら
に
、
�
ト
ル

コ
官
民
と
の
人

的
交
流
を
強
化

で
き
た
こ
と
、

に
大
き
な
意
義

が
あ
っ
た
よ
う

に
思
う
。

こ
こ
で
、
ト
ル
コ
の
親
日
ぶ
り
を
肌
身
に
感
じ
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
い
。
会
合
の
最
後
に
、
Ｄ

Ｅ
Ｉ
Ｋ
側
の
計
ら
い
に
よ
り
、
両
国
の
強
い
絆
を
テ

ー
マ
に
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
平
明
丸

母
国
ト
ル
コ
へ
帰
る
と
き
』
が
上
映
さ
れ
、
第
１
次

世
界
大
戦
後
の
知
ら
れ
ざ
る
史
実
（
注
３
）
を
、
参
加
者
の
多

く
が
感
慨
深
く
受
け
止
め
た
。
こ
う
し
た
強
い
親
日

感
情
の
う
え
に
、
日
本
と
ト
ル
コ
の
企
業
間
協
力
が

今
後
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

実
際
、
こ
こ
１
年
余
り
で
ト
ル
コ
企
業
が
３
社（
チ

ャ
ル
ッ
ク
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
、
タ
ー
キ
ッ
シ
ュ
・

エ
ア
ラ
イ
ン
ズ
、
ト
ス
ヤ
ル
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
）

も
経
団
連
に
入
会
し
た
の
は
、
両
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
関

係
の
裾
野
が
着
実
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
の
証
左
で

あ
ろ
う
。

経
団
連
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
裾
野
を
一
層
広
げ

る
べ
く
、
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大
と
深

化
と
い
う
観
点
か
ら
、
日
・
ト
ル
コ
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
早
期

締
結
や
ト
ル
コ
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
改
善
を
働
き
か

け
て
い
く
。

（
注
１
）「
日
・
ト
ル
コ
経
済
連
携
協
定（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）交
渉
の
早
期
開
始
を

求
め
る
」（
２
０
１
２
年
３
月
２１
日
）

http://w
w
w
.keidanren.or.jp/policy/2012/021.htm

l

緊
急
提
言
「
日
・
ト
ル
コ
経
済
連
携
協
定（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）交
渉
の
早
期
開
始

を
求
め
る
」（
２
０
１
３
年
１２
月
１７
日
）

http://w
w
w
.keidanren.or.jp/policy/2013/113.htm

l

（
注
２
）http://w

w
w
.keidanren.or.jp/policy/2018/077.htm

l

（
注
３
）１
９
２
１
年
、
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
て
い
た
ト
ル
コ
人
捕
虜

な
ど
約
１
０
０
０
人
を
日
本
の
輸
送
船
「
平
明
丸
」
が
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ク
か
ら
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
移
送
中
、
ギ
リ
シ
ャ
軍
が
エ
ー
ゲ
海
沖
で

停
止
さ
せ
、
ト
ル
コ
人
捕
虜
の
引
き
渡
し
を
要
求
。
し
か
し
、「
平
明

丸
」
司
令
官
の
津
村
中
佐
が
ト
ル
コ
人
捕
虜
の
ギ
リ
シ
ャ
軍
へ
の
引
き

渡
し
要
求
を
拒
絶
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
無
事
ト
ル
コ
へ
の
帰
国
を
果

た
し
た
事
案
。

両国の官民約１５０名が参加し終日熱のこ
もった討議を展開
（中央左がシェリフ・トスヤルDEIKトルコ
日本経済委員長、同右が筆者）

ドキュメンタリー映画の鑑賞を通じて、
知られざる両国間の史実を発見
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